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研究成果の概要（和文）：日本国外で公開されている日本庭園は500以上あり、その内の公共日本庭園は約2/3を
占めている。日本国内の公共日本庭園も180余りを確認した。しかし、現代市民社会においてこれら公共日本庭
園の存在意義が深く認識されていない。これらの庭園は、市民に有効利用され、適切な維持管理・運営管理がな
されているとは言えない。そこで「現代公共日本庭園」の本来の意義を持つ用語として「The Civic Japanese 
Garden（シビック・ジャパニーズガーデン）」を提案した。また、現地調査・アンケート調査を通じて得られた
研究成果から、その意味と活用、運営に有効な知見を、国内外の事例を交えて公表した。

研究成果の概要（英文）：There are more than 500 Japanese gardens open to the public outside of 
Japan, of which approximately 2/3 are public Japanese gardens. The public Japanese gardens in Japan 
were also confirmed over 180. However, the significance of the existence of these public Japanese 
gardens is not deeply recognized in the modern civil society. It cannot be said that these gardens 
are effectively used by the citizens and are properly maintained and managed. Therefore, I proposed
 "The Civic Japanese Garden" as a term with the original meaning of "contemporary public Japanese 
garden". In addition, based on research results obtained through field surveys and questionnaire 
surveys, we published the findings that were effective for their meaning, utilization, and 
operation, with domestic and overseas cases.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで海外の日本庭園を対象としてその存在意義、利用・活用、管理運営などについて研究を推進してきた。
これら海外の日本庭園の多くが現代に造られた公共の日本庭園であり、現代市民の公共的利用を前提として、公
共セクターが設置し管理運営している。同様な現代公共日本庭園は日本にも存在するが、両者共に市民生活の中
に溶け込んでいるとは言い難い。そこで、これらの日本庭園の現代市民社会での有効利用と運用を目指し、「シ
ビック・ジャパニーズガーデン」と定義して、その存在意義と利用、運用（マネジメント）について国内学会、
国際会議、雑誌論文、Webサイト運用などにより社会発信して各種成果を得た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまで、海外の日本庭園を対象として調査研究を継続してきたが、日本国内の現代日本庭
園は、同じような研究対象であり、両者をまとめて「現代世界の公共日本庭園」、あるいは「世
界の現代公共日本庭園」として総括的に研究する必要性を感じてきた。現代日本庭園の、現代
人にとっての公共日本庭園の存在意義の追求と、これらの庭園の現代社会における普遍的な維
持・運営管理、利活用方策確立の必要性が研究の背景にあった。 
 
２．研究の目的 
伝統的様式により造られた日本庭園の現代社会・国際社会におけるあり方の究明を目的とす
る。具体的には、日本の国内外において、数多く造園されてきた現代の公共日本庭園を対象と
して、その存在意義並びに、維持管理・運営管理と利活用の現代社会におけるあるべき姿を調
査し整理する。その結果を「現代公共日本庭園のユニバーサル・マネジメント指針」としてま
とめ、その活用啓発のため広く社会に発信する。 
 
３．研究の方法 
（1）国外における現代公共日本庭園の実態と課題調査（姉妹都市起因の海外の現代日本庭園） 
これまで実施してきた海外の公開日本庭園の調査に準じ、あらゆる機会を通じて直接・間接的
に各種情報収集に日常的ファイリングに務める。なかでも、日本との交流関係において意義を
もつ姉妹友好都市関係にて開設あるいは維持・運営されている日本庭園約 150庭園を対象とし
て、文献調査、インターネット検索調査、個別庭園のWebサイト調査、アンケート調査などに
基づき、庭園詳細、維持・運営管理の実態と課題を把握する。 
 
（2）国内における現代公共日本庭園の実態と課題調査（昭和時代戦後以降の新設日本庭園） 
全国の都市公園に公共施設として造園された現代の日本庭園、あるいは植物園などの公共施
設に付随して開設された現代の日本庭園の悉皆調査を実施し、作庭場所、作庭年、作庭者、所
有者、作庭規模、形式、経緯、作庭主体などと共に、維持管理・運営管理プログラムと方法に
ついてもアンケート調査、ヒアリング調査、現地調査から明らかにしていく。調査結果は、フ
ァイリングしてリスト化し「現代日本の公共日本庭園主要総覧」としてまとめる。 
 
（3）国内外の学協会での発表と現地調査 
専門家の集まる日本庭園学会全国大会や日本造園学会にて発表を実施し、専門研究者からの
意見を聴取する。同様に国際会議である北米日本庭園協会（NAJGA）において、日本国内外
の現代公共日本庭園を対象とした研究の意義・目的・方法と、研究仮説並びに研究成果の応用
について発表する。なお、こうした国内外の学協会への出張の機会に、開催地近隣の公共日本
庭園の現地調査とヒアリング調査を実施する。 
 
４．研究成果 
「現代世界の公共日本庭園におけるユニバーサル・マネジメントの研究」に関わり、これま
でに公表してきた研究成果の要約と、その具体的内容について以下に記す。 
日本の国内外において、数多く造園されてきた現代の公共日本庭園を対象として、その存在
意義については、まず海外の公開日本庭園 500 余件について整理して紹介した Web サイト
「Japanese Gardens Outside Japan 海外の日本庭園」として運営し、その後も随時更新中で
ある。（URL: http://www.nodaigarden.jp） 
国内の現代公共日本庭園については全国 180余件を整理し、関東地域の現代公共日本庭園に
関する利活用と運営に関する調査研究、東京都内の公開日本庭園（80数庭園）の現況調査を進
め、その内容を北米日本庭園協会総会 NAJGA2016（2016年 3月、フロリダ･USA） にて発
表した。その際に公表したシビック・ジャパニーズガーデン(Civic Japanese Garden)の概念と、
その意味である「現代公共日本庭園」に至る歴史的背景は図１．に示した。（図 1.は当初英語
で公表し、その後日本語訳して日本庭園学会全国大会にて提示したもの。発表⑪・論文⑦） 
 
（1）学会発表による研究成果発信 
伝統的様式により造られた日本庭園の現代社会・国際社会におけるあり方の究明を目的とし
たが、まずは現代公共日本庭園の再定義を行った。その成果は「現代公共日本庭園（Civic 
Japanese Garden）の意義と役割」として発表した（発表⑲）。 
この概念規定（学術用語の提案）と平行して、その実態把握のため、日本国内においては、
調査して整理した全国の公共日本庭園 181をリスト化した。そしてこのリストを基に、関東地
域の公共日本庭園を抽出して、その現況を調査し、さらに東京都内の公開日本庭園（80数庭園）
の現況調査・現地調査を進め、その内容を北米日本庭園協会総会 NAJGA2016（2016年 3月、
フロリダ･USA） にて発表した。この発表はミニシンポジウム形式（1 セッション 90 分）に
て「UTILIZING CIVIC GARDENS IN JAPAN」（発表⑫）と題し、主旨説明のほか 3つのプ
レゼンテーション（研究発表）から構成し、参加者たちの理解を得た。また、このセッション
の成果の一部は、“Civic Japanese Gardens: the gardens as regional resource and a place for 
community interaction”として NAJGA Journalに掲載した。（論文③） 



 

図 1．シビック・ジャパニーズガーデンの歴史的背景（鈴木誠、2016） 
 
 
（2）研究成果の社会発信 

Webサイト「Japanese Gardens Outside Japan 海外の日本庭園」の基盤更新を実施した。
内容は、全庭園一覧ページを簡易に閲覧可能にしたことと、個別庭園の情報内容の更新、新規
事例の追補などWebサイトの充実である。また、このサイトへのアクセスを考慮し関連サイト
としての Facebook ページ「海外の日本庭園 Japanese Gardens outside of Japan」
（https://www.facebook.com/nodaigarden）を開設し運用を開始した。 
 こうしたインターネットを通じた社会発信のほか、研究成果を（一財）日本造園修景協会の
機関誌「造園修景」の誌面にて公表（論文⑦）したほか、専門家に向けての講演会で「シビッ
ク・ジャパニーズガーデン」に関わる内容と、そのマネジメントのための重要事項や具体的事
例について普及に努めた。（発表⑤、⑥、⑦） 
 
（3）研究成果による社会貢献（施策誘導・新規事業支援） 
①本研究の成果の一部は、平成 29 年度から開始された国土交通省新規事業「海外日本庭園再
生プロジェクト」（平成 30年、31年と継続）の企画・運営への支援として実現した。この国
土交通省の事業実施を、研究成果の応用として支援したことにより、海外の日本庭園の維持
管理・運営管理に関わる研究成果の社会還元が実現された。 

 
②研究成果の応用展開として、日本庭園の維持管理に直接的に関係する造園技術者（庭園管理
者）の関連団体である（一社）日本造園組合連合会主催の「日本庭園士補」研修講座にて、
グローバルな視点からの庭園管理・運営・維持手法の考え方の理念などについて講演した。
（鈴木誠：平成 30 年度「日本庭園士補」認定研修会「世界から見た日本庭園」、2019 年 1
月 19日、東京都立園芸高等学校）。この「日本庭園士」という認定資格は将来的に日本国内
外での日本庭園の修復や維持管理に必要なものとして運用される予定である。 

 
③海外の日本庭園の維持・運営管理に関し「造園修景」138号（2019.3）特集「海外の日本庭
園 これから」の発行を支援し、巻頭言を担当した。（論文①） 

 
④研究成果の将来展開として、2018 年 8 月に実施したフランス国内の現代日本庭園の現地調
査を契機として、（仮）ヨーロッパ日本庭園ネットワークの設立準備をモレブリエ市（シャバ
ショ市長）、ヴェルサイユ高等造園学校（ミズマ博士）などと立ち上げ、ヨーロッパにおける
現代日本庭園のユニバーサル・マネジメントの内容充実に努めるべく、2019 年 5 月現在こ
のネットワーク設立に向けた関係機関との協議を実施中であり、2021年までにこのネットワ
ークの実現を目指している。 
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